
LOTUSl～2－3をもちいた入試処理

河上喜代子

1．　まえがき

大学や短大にとって，入学試験は最も重要な行

事の一つである。試験問題の作成に始まり，試験

会場の準備，試験監督，採点　データ処理，合否

判定，合格者発表と続く一連の作業は，多数の関

係者の手によって遂行される。とくに，試験終了

から合格発表にいたる限られた時間内での作業

は，迅速かつ正確にすすめる必要がある。一般

に，入試のデータ処理は，コソピューターの利用

によって大幅に省力化・効率化がはかられてい

る。

本論文では，／くソコソをもちいた入試処理の一

方法を提案する。架空の短大における入学試験を

想定し，その一連の処理を具体的に記述する。こ

のモデルは，非現実的なほどデータ量は少ない

が，必要な処理はすべて含まれている。このよう

な入試処理の場合，BASICなどでプログラミソ

グをするよりも，むしろ表計算ソフトをもちいる

方が一般的である。ここでは，その一つである

LOTtTS1－2－3（以下1－2－3と略す）による方

法を考える。1－2－3は，現在最もハイレベルの

表計算ソフトであり，データベース，グラフ，マ

クロなどの有効な機能が付加されている。以下，

あらかじめ／くソコソで発生させた2桁の整数を受

験者の得点として，処理の流れを具体的に説明す

る。なお，ここで述べる方法は，アソケート集計

清水道夫

や成績管理など一般のデータ処理にも広く応用で

きるものである。

2．入試処理のモデル

モデルとして，架空の短大「国際化短期大学」

における入試を考える。この短大には「国際A科」

と「国際B科」の2学科があり，両学科とも募集

定員は10人である。受験科目は必修の英語と選択

（社会または数学）の2科目で，配点はそれぞれ

100点である。両学科とも，2科目の合計得点の

高い順に10人を合格とする。

ある年，蓑1のような志願状況で入学試論が実

施され，表2のような採点結果が得られたとす

る。表2の空欄は欠席者を示しており，国際A科

は5人，国際B科は4人である。なお，表2ほ便

宜的な集計表であって，パソコソ上のファイルで

はない。

表1：国際化短期大学の志既着表

学科 倡Xｮ逸"�選択 假8ﾋ��"�受験番号 

貫際A 鉄��社 �3"�101一・〉132 
数 ��C���151一〉168 

国際B 鼎��社 ��R�201一｝215 
数 ��S#X�R�251■・〉275 

＜受験番号のつげ方＞
①．社会は1番から、数学は51番から
②．国際A科には100を、国際B科には200を

①の番号に加え、3桁に統一
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表2：採点結果

国際A科　　　　　　　　国際も科 

k号 冉�ﾍﾂ�Fﾈ��5"�選択 劔X��選択 
A ココ： 乂r�号 僊 つ耳 乂r�

101 �3R�56 鉄��201 田B�55 ��

102 鉄b�56 �202 鼎��56 

103 鼎��54 �203 鉄��58 

104 05 鉄r�58 �204 鉄R�51 

1 106 鼎��5g �205 206 鼎b�Cr�52 53 

107 鉄R�62 �207 鼎��56 

108 田b�64 �208 鉄b�44 

109 鼎��63 �209 �3��58 

110 1 鉄��58 �210 鉄��49 

11 112 鉄��3��51 46 �211 212 田b�50 

113 鉄B�43 �213 鉄2�56 

114 田"�49 �214 鉄"�55 

115 6 田B�57 �215 都��54 

11 117 鉄B�56 �251 252 鉄��Cb�鉄��S��

118 119 鉄R�Cb�55 50 �253 254 鼎��鼎��

120 鼎��60 �255 鉄B�鼎b�

121 鉄"�49 �256 鉄��鼎R�

122 田��45 �257 鉄R�田��

123 鉄��56 �258 鉄B�田"�

124 鉄2�54 �259 鉄��鉄��

125 田B�51 �260 田"�鉄2�

126 127 都"�50 �261 262 鼎��Cr�鉄b�SB�

128 鉄��48 �263 鉄b�鉄R�

129 鉄R�49　■ �264 鉄R�鉄"�

130 131 田b�CB�57 55 �265 266 田b�鉄��

132 鉄��56 �267 田B�鼎������

151 鼎���268 鼎��鼎r�

152 鼎R�鉄"�269 鼎��都��

153 田R�鉄R�270 �����S��都#��ﾂ�

1▼54 55 鉄R�都2�271 鉄��鼎��

1 155 鉄H�B�田"�272 273 鉄r�鼎R�

157 鉄��田b�274 鉄��鉄R�

158 159 160 －161 1°62 163 164 165 166 167 168 鉄2�c"�cr�c��C��Sr�ID｢�CH�X�R�S��SR�鼎��C����SR�Sb�C��Cb�Cr�C�����ﾃSr�SB�275 鉄��鉄b�

3．ファイル設計

得点集計をよりスムーズにおこなうために，あ

らかじめ2種類のファイルをフロッピー上に作成

しておく。以下，これらのファイルを，科目集計

ファイル，学科集計ファイルと呼ぶ。

Ⅰ．科目集計ファイル（図1参照）

この77イルほ，受験番号に対応する得点欄に

得点を入力し，科日ごとの平均点と標準偏差を求
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めるためのものである。英語，社会，数学の3つ

のファイルがあり，どのファイルも1つの表と2

つのマクロA，Bで構成されている。マクロと

は，階層構造になっている1－2－3の命令，関

数，計算式などをその手順どおりに並べた文字列

で表現し，登録したものである。これにより，わず

かなキー入力（CTRLキーとアルァフベット一文

字）で一連の処理をまとめておこなうことができ

る。マクロA，Bは，所定の位置（“平均点”，‘‘標

準偏差’’のすぐ下）に平均点と標準偏差を表示す

るものである。1行目のtGOTO）は計算結果を表

示する位置を指定する命令で，“～”ほリクーソキ

ーを押して実行することを意味している。2行目

のPUREAVGとPURESTDは，カッコ内の範

囲（図1では得点欄にあたる）のうち，空欄を除

いた数値のみを対象に平均と療準偏差を求める関

数である。これにより，欠席者を集計の対象から

はずすことができる。なお，“＠”は次に続く文字

列が関数であることを示す記号である。

Ⅱ．学科集計ファイル（図2参照）

このファイルは，学科ごとに個人合計の計算，

その並べかえ，順位づけをおこなうためのもので

ある。国際A科，国際B科の2つのファイルがあ

り，それぞれ1つの表と3つのマクロから構成さ

れている。順位と番号の間の欄は，同点者を同順

位にするために必要な補助欄である。各マクロの

意味は以下の通りである。

A：個々の受験者の合計を求める。

B：個々の受験者のデータ（番号，英語，選

択，合計）つまり横一列をひとまとめにして，合

計の高い順に並べかえる。

C：順位欄に順番を書き込む（同点薯は同じ順

番とする）。

ここで，マクロA，B，Cについて，国際A科

を例に具体的な説明を加えておく。

＜マクロA＞

、1行目では，101番の合計を表示する位置を指

定し，そこに1山番の英語と選択科目の得点の和
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平均点

揉準偏差

R

（GOTO）C2一‘

由PUREnUG（B2‥B91）

B

【GOTO）C4‾

DPURESTDく82‥89日

平均点

梗準偏差

只

〔GOTO）C2‾

nP〕REAUGく82‥848）

8

【GOTOlCl‾

PUR【STD（82‥848）

平均点

挟準僅差

A

〔GOTO）C2一■

DP〕RERUGく82‥844）

8

〔GOTO）C4－

QPURESTD（82‥844）

図1：科目集計ファイル

を求める式を入力する。式の各項はそれぞれの得　　択し，コピー元・とコ壱一発の範囲を指定する。102

点の位置を示しており，先頭の“＋”は次に続く文　　事以降の式の各項は，101毎との相対的な位置閑

字列が式であることを示す記号であ右。102廃以　　係を表すように自動的に変更される。

降の合計欄にも同様の式を入力するので，2行目　　　＜マクロ・B＞一・

の‘ノ”で初期メニューを表示し，“C”で複写を選　　　1行目では，初期メニューから“D”でデ十本，
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n r・・ヱ

【GOTD）G2、十D2＋F2－

／CG2、G3‥G61‾

8

／DSDC2‥G61‾

PG2、DSC2～白G

C

／DFA2‥A61‘‘l‘‾58‾1‾

〔GOTO）82－1－●tDOUH）

QlF（63＝G2．B2I摘）－

／C83‾錮‥851、

／RUB2‥851、一把一】

／RE82‥851、▲

くa）国幣Å科

A

（GOTOユG2｝十D2＋F2‾

／CG2～G3‥G41－－

8

／DSl〕C2‥G41■一

PG2、DSC2一角G

C

／DF白2‥購1、1、16‾1～

〔GOTO）82－’1人‘〔DOUトn

atFくG3＝G2－B2川3　～

／CB3‾84‥841■‘

／RUB2‥841～A2－

／REB2‥841▲‘

（b）国府D科

図2：学科集計ファイル

“S”でソートを選択し，並べかえる範囲を指定す

る。範囲は，すべての受験者の番号，英語，選

択，合計の欄（項目名は除く）で，順位欄と補助

欄は含まれていない。2行目では並べかえの条件

を指定しており，ここでは合計点を条件－1，受験

番号を条件2としている。この条件では，まず合

計点の高い順に並べ，同点者については受験番号
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版に再度並べかえる。

＜マクロC＞

1行目では，順位のもととなる連番1′、ノ50（志

願者数に相当）を仮の順位として順位欄に入力す

る。2行目では同点者を同順位にするためi　まず

初期値1を補助欄の最上位置に入力する。3行目

では，1つ上の欄の受験者の合計点との比較によ
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くb）社会

く0）数学

（a）英語

図3：得点入力後の科目集計ファイル

り同順位かどうかを判断する関数を，初期値のす　　4．集計作業

ぐ下の欄に入力する。4行目では，その式を残り　　Ⅰ．科目ごとの集計

の補助欄にコピーする。5行目では，補助欄に書　　　科目集計ファイルをフロッピーからメモリ上に

かれた順位を数値として順位欄にコピーし，6行　　呼び出し，受験番号に対応させながら個人の得点

目で補助欄を消去して順位づけを完了する。　　　を入力し，保有する。次に，マクロA，Bの順に
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①英語

図4：部分フイイル

実行すると平均点と標準偏差が計算され，それぞ

れ所定の位置に表示される（図3）。なお，図3の

マクロ文字列は省略した。

Ⅱノ　学科ごとの集計

すでに工で科目集計ファイルに得点を入力して

いるので，その中の必要な部分だけを切り出して

学科集計ファイルに貼りつける。この作業をメモ

リ上でおこなうことを，ファイル結合という。こ

れを国際B科を例にとって説明する。国際B科の

集計に必要なのは，英語201′〉275番，社会201′、ノ

215番，数学251～275番の得点である。それを図

3の3つの科目集計ファイルからそれぞれ切り出

し，部分ファイルとして一時的にフロッピーに保

80

存する（図4①～④）。これらのファイルを囲5

（a）の所定の位置①～㊥に結合すると図5（b）の

ようになる。結合したのちマクロA，B，Cの順

に実行すると，合計を計算し（図6（a）），その高

い順に並べ変え（図6（b）），順位づけをおこなう

（図6（C））。合計点の同じ者には同順位がつけら

れ，欠席者は受験番号の順に下部にまとめる。欠

席者の合計欄が0になるのは，マクロAを実行し

たときに一律に式がコピーされるためである。欠

席者の欄に得点は入力されないが，その位置の値

は0とみなされるため，計算結果の0が表示され

る。なお，図5′－7のマクロ文字列は省略した。

5．考察

本方法では，科目集計と学科集計の2種類のフ

ァイルを作成して，入力や集計を並列にできるよ

うにしている。ファイル結合により，別のファイ

ルに入力したデータを再利用したり，数台のパソ

コンから入力したデータを一つにまとめたりする

ことができるので，入力にかかる時間を大幅短に

締できる。得点を入力するかたわら，すでに入力

済みの科目の集計をおこなったり，学科集計ファ

イルとのファイル結合をおこなったりすることも

できる。万一の場合にそなえて処理中に作成した

すべてのファイルをフロッピーに保有しておくの

で，誤操作によってファイルがこわれた場合でも

保存してあるファイルから復帰することができ

る。これらのファイルは随時プリソトアウトが可

能で，入力の確認作業やさまざまな資料にもちい

ることができる。

また，両ファイルともマクロによる処理をおこ

なうのは，集計作業時のミス防止と省力化をはか

るためである。個々の受験者の得点入力が終了し

た時点で，計算式を立てたり，並べかえなどの命

令を一つ一つ実行するのではミスを起こしやす

い。そのうえ，ソフトの操作に習熟した人しか操

作できないことにもなる。事前に計算式や手順を

登鐘しておけば，得点の入力とファイル結合のあ
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くa）結合位脛 くb）浩合結果

図5こファイル結合

とは，マクロの使い方さえ覚えれば誰にでも処理

できる。（今臥　ファイルの一時保存や結合のマ

クロは考えなかったが，この部分をマクロとして

処理することも可能である。）

6．　あとがき

今やパソコソ処理は，必ずしもBASICプログ

ラミソグ一辺倒ではない。目的にあったソフトを

選び，それをいかに有効利用するかに焦点をおく

時代である。本学でのノミソコソ処理としてほ，入

試処理が最も具体的で共通性があるので，これを

モデル化して報告することは重要であると考え

た0実際，本学の入試ぐらいの規模であれば，表

計算ソフトをもちいた本方法でも十分対応でき

る。

以上一連の処理の流れをできる限り詳しく述

べたつもりではあるが，細かな手順すべてを網羅

することはできなかった。これらの点について

は，マニュアル及び解説書を参考にして頂きた

い。
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